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科学技術振興機構（ＪＳＴ）
社会技術研究開発センター

• ２００１年社会技術研究システム

• ２００５年５月 発展的改組

• 市川惇信センター長

• ４領域

安全安心 情報と社会

脳科学と社会 科学技術と人間



安全安心領域

• 領域統括 堀井秀之

• ミッション・プログラムⅠ ０１．７～０６．３
今後の社会実装に向けた成果の活用等について検討中

• 安全安心研究ユニット ０４．４～

ミッション・プログラムⅠ研究課題の位置づけ



安全安心研究ユニット
ユニットの活動目的

• 安全安心に関わる諸研究プログラムの研究
成果を俯瞰的に体系化し、行政支援に活かす。

• 安全安心に関わる行政ニーズを把握し、諸研究
プログラムの研究活動に活かす。

• 安全安心に係わる行政支援の方法論を構築
する。



安全安心研究ユニット
ユニットの構成

ユニット長： 堀井秀之 （社会技術論）

副ユニット長： １名 （社会経済影響評価）

研究員： ５名 （社会心理学２、安全保障、

バイオ、科学技術政策）

非常勤研究員： ３名 （耐震工学、都市地震防災、

自然言語処理）

技術員等： ３名



安全安心研究ユニット
ユニットの活動（平成１７年度）

（１） 安心研究
社会的安心に影響する因子の抽出や、安心に至るプロセスを研究することにより、安心の
モデル化を行い、社会的安心に資する対策等を支援する。

（２） シーズとニーズのマッチングに関する研究
安全安心に関わる技術シーズと、行政ニーズのマッチングを行い、両者の対応付けに基づ
いて行政を支援する方法論を構築する。

（３） 知のネットワーク構築に関する研究
危機発生時に、対策に必要な専門家・専門的知見をいち早く探し出すためのネットワークを
構築する。

（４） 科学技術政策支援に関する研究
安全保障という観点や、中長期的な観点から日本の安全安心の確保に向けた科学技術の
開発や活用のあり方に関する研究を行う。

（５） 社会システム間の相互依存性解析
都市機能の相互依存性と災害時における被害の伝播や拡大について解析を行い、被害を
軽減するための対策を支援する。

行政支援に関する取組



１．行政支援に関する取組

• 知のネットワーク構築に関する研究

• シーズとニーズのマッチングに関する研究

– 安全安心に関わる知のネットワークを構築しつつ、
科学技術シーズと行政ニーズのマッチングを行う

– 知のネットワークを活用して科学技術行政を支援
する情報を発信する



行政支援に関する取組
概要

• テロをはじめとする新たな脅威の対策に資する科学技術
に関して調査・研究・開発を行った。

– 対策に資する科学技術に関する研究開発現状や現場ニーズ
の調査

– ニーズを踏まえた対策に資する科学技術シーズ情報の収集

– 専門家による知のネットワークを構築し、適宜シーズ情報の紹
介等、マッチングの支援

– 効果的にシーズ情報を検索・視覚化するデータベースシステム
の開発



行政支援に関する取組
主な成果

• 公的機関の担当者や事業者、研究者へのインタ
ビュー（120名程度）や文献調査、安全PTの傍聴等か
ら、テロ対策に資する科学技術に関するニーズの抽
出や、検知技術を中心とした研究開発現状および、課
題の把握、関連する技術シーズ情報を収集を実施し
た。

• インタビューやセミナーへの参加等を通して知のネット
ワークを形成した。

• 安全安心研究セミナーを随時開催し、知のネットワー
クの形成・推進を図った。

• 技術シーズ情報を検索・視覚化し、ニーズにマッチす
るシーズ情報を効果的に抽出するデータベースシステ
ムを開発した。



安全安心セミナーの開催
• 安全安心セミナー・安全安心ワークショップの開催：

産官学の実務者、専門家からなるインフォーマルな人的ネット
ワーク構築を通じて、政策上のリクワイヤメントと技術的シーズ
との融合を図るための安全安心コミュニティーづくりを企画。

– ２００６年３月２０日、「杉並区のバイオテロ・シュミレーション」について
安全安心セミナー開催

– ２００５年１１月１４日、安全安心セミナー、「バイオケミカル危機管理に
関する産官学連携」

– ２００５年９月２６日、安全安心セミナー、「米国におけるインフラ防護の
ための危機管理の主要なシステムとアプローチ」

– ２００５年９月６日、安全安心セミナー、「テロ対策に資する科学技術」

– ２００５年６月２８日、安全安心セミナー、 「近年のテロリズム脅威評価の
変遷と今後の対策における優先課題について」



技術シーズデータベース
• 技術シーズDB： シーズとニーズのマッチングを行う上で、

ニーズにマッチするシーズ情報の効果的な抽出を支援する
データベースシステム

• 上位概念によって記述・整理されたシーズ情報を搭載

• 技術シーズDBの機能： 検索したキーワードと各技術との
関連性・類似性が可視化情報として検索結果が提示される



技術シーズDBを活用したシーズとニーズ

のマッチングまでの流れ

上位概念

現場ニーズ
現場で白い粉が
何かわかるように

調べられる装置がほしい

上位概念による
ニーズの整理・キーワード抽出

・対象を検知する技術
・小型化する技術

問
題
の
抽
象
化

１．ニーズ側への
インタビュー調査

情報の収集・ＤＢ化

専門用語でのキーワード抽出
・センサー、センシング

・ナノテクノロジー、ナノデバイス

シ
ー
ズ
の
抽
出

技術シーズ
・バイオセンサー Ａ先生
・マイクロチップ Ｂ先生

４．マッチングの
コーディネーション

２．シーズ側への
インタビュー調査

３．技術シーズ
ＤＢを支援ツール

として使用

専門家情報の紹介

技術シーズＤＢ



上位概念によるシーズ情報の記述

人間の不完全な部分を補完する技術

五感で感知できない物質を検出する技術

無色・無臭なガスを検出する技術

一酸化炭素センサー

pn方式半導体ＣＯガスセンサー

抽
象
度

高い

低い
中間レベルの抽象度の記述

インタビューで収集しDBに搭載する情報



２．相互依存性解析

• 複雑化する都市機能の相互依存性と巨大災害
時における被害の伝播や拡大経路について
解析を行い、減災に資するための対策立案を
支援する。

– 高度地震シミュレーションの活用

– 物流への影響と企業のリスクマネジメントへの支援

– 情報及びライフライン間の相互影響評価

– 社会経済的影響評価



災害

大都市A

地域B 地域C

都市システム
建物の被害予想

交通網の被害予想

ライフラインの相互依存

事象データ

対策・提言 電 気

水 道

ガ ス

大規模災害

テロ

新たな脅威
材料がこない

被害データ

対策・提言

情報がこない

買い手が
見つからない

働きに
行けない

影響

社会経済活動
への影響

影響

影響

高度被害シミュレーション 社会経済影響評価

システムとしての脆弱性を
評価しうるシミュレーション

社会・経済への間接的被害や影響と
その波及過程の解析

相互依存性解析研究の概念



相互依存性解析の主な成果

•巨大震災時における、構造物被害から物流の変化を
勘案した社会経済影響にいたるまでの包括的な研究
の枠組みを策定；将来的には他のライフラインも順次
組み入れていく計画。

•企業の防災担当者を中心としたワークショップを開催
し、業務継続計画（BCP）等作成を支援する体制を提
示。
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